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新⼤学名称検討委員会 ５⽉１２⽇＠武雄市

河野 通和
編集者・読書案内人。「婦人公論」「中央公論」（中央公論新社）、
「考える人」（新潮社）編集長、株式会社ほぼ日「ほぼ日の学校長（學
校長）」を歴任。

小松 政 武雄市長

田口香津子 佐賀県立男女共同参画センター・生涯学習センター館長
前佐賀女子短期大学学長

中尾清一郎 株式会社佐賀新聞社 社長

柳瀬 博一
東京工業大学リベラルアーツ研究教育院教授。前職は「日経ビジネス」
記者、「日経ビジネスオンライン」のプロデューサー。2023年、『国道
16号線「日本」を創った道』で手島精一記念研究賞を受賞。

内田 信子 学校法人旭学園 理事長
今村 正治 佐賀女子短期大学学長、学校法人旭学園理事





⼤学設置は地⽅創⽣のエンジン
最短で2025年4⽉に４年制⼤学開学

武雄市、佐賀市、県内外
から多くの応援

武雄市⼤学設置促進期成会



他⽅で･･･
少⼦化なのに
⼤学つくって
⼤丈夫なの︖

⼤学は設置後プラスの波及効果を
持続的に発展的に⽣み出すことが可能

特に地⽅において
⼤学設置は

学校法⼈単独では困難

県民や市民の
理解と支持

行政の協力



旭学園がめざす⼤学のカタチ
〈4年制と短⼤併設〉

「都市」と「地⽅」では
⼤学、短期⼤学のあり⽅に⼤きな違いがある

地元佐賀県の
ライフメイキングシステム（命を育む仕組み）
を⽀える⼈を育て続けている



佐賀県 ⼭梨県
⼈⼝約83万⼈
⾯積約2441㎢

⼈⼝約80万⼈
⾯積約4465㎢

４年制大学 ２
短期大学 ３
進学率 44％

４年制大学 ９
短期大学 ３
進学率 57％

⼤学進学者の８０％が県外へ



⼤学進学を
諦めざるを得ない状況が
佐賀県で未来永劫
固定化されて
いいわけがない︕



・武雄、佐賀のみなさんと共に⼤学をつくり、すべ
ての世代にとっての⽇常の学びの場になりたい
・産業の活性化、学⽣・教職員と市⺠の草の根の交
流、新しい仕事と雇⽤の創出に貢献できるプラッ
トフォームに
・アジアをはじめとする海外や全国から学⽣や⼈が
集う⼤学

市⺠⽴、県⺠⽴のような⼤学



※構想中のため変更可能性あり



現代韓国学部（仮称）
入学定員90名／収容定員360名想定

⽇本初「韓国」という国の名前を冠した学部。
韓国をはじめ、アジアのエンターテイメントを軸として⽐較⽂化、
持続的経済発展などを学ぶ、次世代交流をつくり出す⼈を育成。

コリアン
スタディーズ

エンタメ
スタディーズ

アジアン･ビジネス
スタディーズ

理念は「共創」⽇韓の、⽇本とアジアのこれから

※構想中のため変更可能性あり



次世代教育学部（仮称）
入学定員40名／収容定員160名想定

公教育のための教員養成を主題としない、様々な⽴場から教育を
⽀える⼈を育成する。
取得免許は「⼩学校教諭１種」を想定。

教職課程 現代的課題

インターンシップ･実習

これからの教育現場で必要となることを実践から学ぶ

※構想中のため変更可能性あり


